
４月より各事業所及び支店でお世話になります！１日１日を大切にしながら、
早く仕事を覚えて組合員のみなさまに親しまれるよう

頑張っていきますのでご指導のほどよろしくお願いします。

三次地域本部 NEW FACE
～フレッシュなメンバーをご紹介します！～

❶カフェ巡り
❷組合員のみなさまに
愛されるよう頑張り
ます。

三次中央支店
ふじおか り さ こ

藤岡　理沙子
❶歌をうたう
❷組合員の方に好かれ
るＪＡ職員になれる
よう頑張ります。

三次中央支店
みやした せ な

宮下　世成
❶旅行、ツーリング
❷人との出会いを大切にして色々な
面で成長していきたいです！“誰
か”の為に“何か”ができるように！

八次支店
はやし さみ き

林　美沙希
❶車、バイク、カメラ、料理等
❷思いやりあふれる職員となれ
るよう一生懸命仕事に取り組
みます！

営農販売課
そうふじ わたる

惣藤　和

❶趣味
❷入組して一言

三次トピックス地域の情報をお届け！

三
次
ピ
オ
ー
ネ　

生
育
、作
業
順
調

三
次
市
東
酒
屋
町
の（
農
）三
次
ピ
オ
ー

ネ
生
産
組
合
で
は
４
月
11
日
、ハ
ウ
ス
栽

培
の
ブ
ド
ウ「
ピ
オ
ー
ネ
」の
房
の
整
形

作
業
が
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。ハ
ウ
ス

内
で
は
組
合
員
や
作
業
員
ら
が
、実
に
養

分
を
集
中
さ
せ
る
た
め
25
ｃｍ
ほ
ど
の
房
を

は
さ
み
で
３・５
ｃｍ
に
間
引
く
作
業
を
行

な
い
ま
し
た
。間
引
い
た
房
に
は
種
な
し

に
す
る
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
作
業
を
順
次
進

め
、７
月
９
日
の
初
出
荷
を
目
指
し
、５

月
中
旬
か
ら
は
摘
粒
、袋
掛
け
作
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。同
組
合
に
は
20
戸
が
所

属
し
、ピ
オ
ー
ネ
の
栽
培
面
積
30
・
１
ha

の
う
ち
ハ
ウ
ス
は
13
・
１
ha
。
今
年
の
ピ

オ
ー
ネ
は
ハ
ウ
ス
、露
地
を
合
わ
せ
約
４

７
０
ｔ
の
収
穫
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。組

合
員
は「
ブ
ド
ウ
の
生
育
や
作
業
は
順
調

に
進
ん
で
い
る
。出
荷
に
向
け
適
期
作
業

で
１
房
１
房
心
を
込
め
て
美
味
し
い
ピ

オ
ー
ネ
を
つ
く
り
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

い
ざ
、新
規
就
農
へ　

Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
三
次　

研
修
修
了
式

（
株
）Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
三
次
は
3
月
24
日
、

三
次
農
協
会
館
で
研
修
生
の
修
了
式
を
行

な
い
ま
し
た
。２
０
２
３
年
3
月
で
3
人

が
2
年
間
の
研
修
を
修
了
し
、4
月
か
ら

三
次
市
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、ブ
ド
ウ
、ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
で
新
規

就
農
し
ま
す
。Ｊ
Ａ
三
次
の
冨
野
井
利
弘

代
表
理
事
組
合
長
は「
農
業
を
続
け
る
た

め
に
し
っ
か
り
収
入
を
得
る
こ
と
も
大
切

だ
が
、農
業
と
地
域
に
愛
着
を
持
っ
て
楽

し
ん
で
自
分
の
農
業
を
確
立
し
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
研
修
を
修
了
し
た
福

分
健
太
さ
ん（
33
）は「
研
修
で
学
ん
だ
栽

培
の
基
礎
と
経
験
を
忘
れ
ず
に
、三
次
の

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
農

家
に
な
り
た
い
」と
力
強
く
抱
負
を
か
た

り
ま
し
た
。

▲�房の整形作業をする作業員▲冨野井利弘組合長（右）と研修生3人

三次地域本部
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三次トピックス 地域の情報をお届け！

ＪＡ三次女性部フレッシュミドルミズ部会は３月23日、三次市役所が取
り組むウクライナへの義援金公募に、昨年の11月13日に開催されたＪＡ
三次ふるさと祭で出店した、フリーマーケットの売上げ約10,000円を寄
付しました。
同支援はロシア侵攻により日本に避難し、三次市に住民登録されたウク
ライナ避難民に向けた寄付金となっています。同部会の松尾昌恵会長は「少
しでもウクライナの方の助けになればと部員みんなの想いが詰まっている。
引き続き支援していきたい」と話しました。同市の地域振興部定住対策・暮
らし支援課の呑谷巧課長は「ウクライナから三次市に避難された方の生活
支援として有効に活用させていただきたい」と話しました。

ＪＡ三次女性部家庭菜園グループは４月５日、坂居君枝さん宅で、総会
を開き21人が参加しました。
総会は令和４年度の活動報告及び収支決算や来年度の取り組み事項の申
し合わせを行ないました。参加者からは「令和５年度の活動もメンバーと
楽しく交流を深めていきたい」と大好評でした。

Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
青
壮
年
連
盟
三
次

地
区
本
部
の「
唐
辛
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」は
４
月
10
日
、同
Ｊ
Ａ
農
青
連

の
守
橋
邦
夫
委
員
長
の
ハ
ウ
ス
で
唐

辛
子
の
播
種
作
業
を
行
な
い
ま
し

た
。同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
部
員
ら
が

栽
培
し
た
唐
辛
子
を
粉
末
に
加
工

し
、主
に
三
次
市
の
加
工
業
者
に
出

荷
す
る
取
り
組
み
で
今
年
５
年
目
を

迎
え
ま
す
。今
年
は
新
し
い
圃
場
で

合
計
10
ａ
の
面
積
で
２
，０
０
０
本

を
定
植
す
る
予
定
で
す
。守
橋
委
員

長
は「
新
た
な
販
路
拡
大
に
向
け
三

次
産
唐
辛
子
を
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
三
次
集
落
法
人
グ
ル
ー
プ
は
３
月
24
日
、

同
Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン
タ
ー
で
振
興
作
物
の
一
つ
で
あ

る
、枝
豆
栽
培
の
令
和
５
年
産
に
向
け
た
枝
豆
栽

培
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。令
和
５
年
度
に
栽
培

予
定
の
４
法
人
が
参
加
。枝
豆
の
生
産
計
画
や
新

た
に
導
入
す
る
収
穫
機
の
説
明
を
行
な
い
、４
月

下
旬
か
ら
始
ま
る
播
種
作
業
に
備
え
ま
し
た
。

今
年
は「
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」

を
活
用
し
、昨
年
試
験
運
転
し
た
え
だ
ま
め
収
穫

機「
ミ
ツ
ワ
Ｇ
Ｔ
Ｈ-

１
」を
導
入
す
る
予
定
と
す

る
等
、計
画
生
産
に
加
え
省
力
化
も
図
っ
て
い
き

ま
す
。参
加
し
た
農
事
組
合
法
人
志
和
地
の
中
村

英
正
代
表
は「
水
稲
だ
け
の
一
辺
倒
の
経
営
で
は

な
く
、多
角
的
な
経
営
を
進
め
る
た
め
高
収
益
が

見
込
め
る
品
目
と
し
て
今
年
は
栽
培
面
積
も
増
や
し
、肥
料
の
省
力
化
の
メ

リ
ッ
ト
等
を
生
か
し
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
を
見
せ
ま
し
た
。

▲播種作業を行なう部員ら▲枝豆栽培会議の様子

２
０
２
３
唐
辛
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！　

Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
青
壮
年
連
盟
三
次
地
区
本
部

計
画
生
産
と
省
力
化
が
鍵

令
和
５
年
度
枝
豆
栽
培
本
格
的
に
始
動

活動の収益をウクライナ支援へ　ＪＡ三次女性部フレッシュミドルミズ部会

ＪＡ三次女性部家庭菜園グループ総会

▲�総会の様子

▲�目録を手渡す松尾会長（右）と受け
取る呑谷課長（左）

６月のお知らせカレンダー

６月24日（土）
ふれあい活動（訪問日）

職員退職者
（3月31日付）

大変お世話になりました。

総務部	 岡野　邦昭	
三和支店	 沖川　秀己	
金融共済部	 藤本　智也	
布野支店	 溝手　恵梨

水
稲
【
田
植
え
後
の
管
理
】

●
水
管
理

苗
の
活
着
後
、
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
土

壌
中
の
有
機
物
が
分
解
さ
れ
ガ
ス
が
発
生
し
や

す
く
な
り
、
発
生
し
た
ガ
ス
に
よ
っ
て
、
根
を

傷
め
下
葉
か
ら
赤
く
枯
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
赤
枯
れ
症
状
）。
赤
枯
れ
の
発
生
を
防
止
す
る

た
め
に
も
、
活
着
後
は
間
断
か
ん
が
い
（
水
を

入
れ
た
り
落
と
し
た
り
を
繰
り
返
す
）
を
行
な

い
ま
し
ょ
う
。

赤
枯
れ
の
発
生
が
ひ
ど
い
場
合
は
豊
土
サ

ン
グ
リ
ー
ン
（
追
肥
用
）
を
10
ａ
あ
た
り
５
ｋｇ

散
布
し
ま
し
ょ
う
。

間
断
か
ん
が
い
は
中
干
し
直
前
ま
で
行
な

い
ま
し
ょ
う
。

●
中
干
し

有
効
茎
数
の
8
割
程
度
が
確
保
で
き
た
ら

中
干
し
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

●
害
虫
対
策

田
植
え
後
、
5
～
6
月
に
か
け
て
イ
ネ
ド

ロ
オ
イ
ム
シ
・
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
し
、

稲
の
葉
を
カ
ス
リ
状
に
白
く
さ
せ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

特
に
山
際
や
谷
な
ど
に
発
生
が
多
く
見
ら

れ
、
発
生
が
多
い
場
合
は
減
収
に
つ
な
が
り
ま

す
。ほ

と
ん
ど
の
場
合
は
、
田
植
え
前
の
水
稲

育
苗
箱
施
用
剤
で
対
処
で
き
ま
す
が
、
発
生
が

多
い
場
合
は
、
な
げ
こ
み
ト
レ
ボ
ン
を
10
ａ
あ

た
り
4
～
6
個
（
※
1
袋
＝
50
ｍｌ
×
6
個
入

り
）
散
布
し
ま
し
ょ
う
。〔
使
用
時
期
：
5
葉

期
以
降
～
収
穫
21
日
前
ま
で
〕

※�

水
稲
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
２

０
２
３
年
Ｊ
Ａ
三
次
水
稲
栽
培
こ
よ
み
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

丹
波
黒
大
豆
【
圃
場
づ
く
り
～
土

寄
せ
ま
で
の
管
理
】

●
圃
場
・
土
づ
く
り
・
施
肥

日
当
た
り
が
良
く
、
排
水
良
好
で
、
畝
間

か
ん
水
が
可
能
な
圃
場
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

収
量
の
低
下
、
病
害
の
発
生
な
ど
の
連
作

障
害
が
発
生
す
る
た
め
、

輪
作
し
、
連
作
を
避
け

ま
し
ょ
う
。

圃
場
の
周
囲
に
明

渠
を
掘
り
、
排
水
の
良

い
圃
場
を
作
り
ま
し
ょ

う
。苗

定
植
の
１
ヵ
月

前
ま
で
に
土
づ
く
り
資

材
を
施
用
し
耕
う
ん
し

ま
し
ょ
う
。
基
肥
は
定

植
の
10
日
前
ま
で
に
施

用
し
耕
う
ん
し
ま
し
ょ

う
。

●
播
種
～
育
苗

種
子
は
10
ａ
あ
た
り
約
１
・
５
ｋｇ
必
要
で

す
。播

種
時
期
の
目
安
は
６
月
10
日
か
ら
15
日

頃
で
す
。

セ
ル
ト
レ
イ
は
１
２
８
穴
を
使
用
し
、
１

穴
１
粒
ず
つ
播
種
し
ま
し
ょ
う
。
培
土
は
ス
ー

パ
ー
ミ
ッ
ク
ス
Ａ
な
ど
の
育
苗
培
土
を
使
い
ま

し
ょ
う
。

播
種
の
際
、
丹
波
黒
大
豆
の
ヘ
ソ
の
向
き

は
下
向
き
に
し
ま
し
ょ
う
。
上
向
き
に
播
種
を

す
る
と
、
発
芽
率
が
悪
く
な
っ
た
り
、
発
芽
揃

い
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。育

苗
中
～
生
育
初
期
は
湿
害
に
弱
い
の
で
、

セ
ル
ト
レ
イ
は
直
接
地
面
に
置
か
ず
、
角
材
な

ど
で
少
し
浮
か
せ
て
風
通
し
を
良
く
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
定
植

播
種
後
10
日
程
度
経
過
し
、
初
生
葉
が
展

開
し
た
頃
が
定
植
の
適
期
で
す
。
草
丈
10
～
12

ｃｍ
程
度
の
し
っ
か
り
と
根
が
張
っ
た
苗
を
定
植

し
ま
し
ょ
う
。

う
ね
幅
１
４
０
ｃｍ
、
株
間
60
ｃｍ
の
間
隔
で
１

本
ず
つ
定
植
し
ま
す
。

セ
ル
苗
に
は
か
ん
水
を
十
分
行
な
い
、
本

圃
へ
移
植
し
ま
し
ょ
う
。

10
ｃｍ
程
度
の
植
穴
を
作
り
、
子
葉
く
ら
い

ま
で
十
分
に
土
を
か
け
ま
す
。

定
植
時
期
の
防
除
と
し
て
、
ネ
キ
リ
ム
シ

類
の
被
害
が
予
想
さ
れ
る
圃
場
で
は
、
定
植
後

に
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
粒
剤
５
を
６
ｋｇ
／
10
ａ
、
土

壌
表
面
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

●
土
寄
せ

倒
伏
防
止
、
雑
草
抑
制
、
新
根
の
発
生
に

よ
る
根
量
の
増
大
、
乾
燥
防
止
等
の
た
め
に
土

寄
せ
を
行
な
い
ま
す
。

定
植
か
ら
10
日
以
内
に
１
回
目
の
土
寄
せ

を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

１
回
目
の
土
寄
せ
の
10
日
後
に
追
肥
（
Ｐ

Ｋ
化
成
を
20
ｋｇ
／
10
ａ
と
Ｌ
Ｐ
コ
ー
ト
70
を
５

ｋｇ
／
10
ａ
）
を
施
用
す
る
と
同
時
に
、
２
回
目

の
土
寄
せ
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

軸
が
硬
く
な
る
と
新
根
が
出
に
く
く
な
る

た
め
、
土
寄
せ
は
発
芽
後　
30
日
以
内
に
行
な

い
ま
し
ょ
う
。

※放送内容（予定）は変更になる場合もあります。

㈱三次ケーブルビジョンコミュニティチャンネル

農業情報番組ガイド
放送時間
7：00～7：15・12：00～12：15・19：40～19：55

111ch

放送日 内　　容 担当者

6月5日（月）
～6月11日（日）

産直出荷販売情報と
夏場の果菜類の栽培管理に
ついて

上田

6月19日（月）
～6月25日（日）

水稲出穂期前後の栽培管理
について 惣藤

農業情報番組のご案内

三次地域本部三次地域本部

施用資材 施用量/10a

土づくり
堆肥 1～1.5t

粒状マリンカル 100kg

基　　肥 大豆化成420 40kg

営農情報

間断かんがい(イメージ)

品種 有効茎数／１株 中干し時期

コシヒカリ
ひとめぼれ

「おいしい米づくり」の目安
� …20本
「多収穫生産」の目安�…22本

6月中旬頃から
6月末頃まで

中生新千本「多収穫生産」の目安�…24本 7月上旬頃から
7月中下旬頃まであきろまん「多収穫生産」の目安�…21本

※�「おいしい米づくり」、「多収穫生産」の詳細については、2023
年JA三次水稲栽培こよみでご確認ください。

※有効茎数の目安　60株／坪の場合中干しの目安

2023.52023.5 IIIII



問 �三次地域本部　購買課 ℡66-3856

三次地域本部

農業用資材廃棄物及び小農機具の回収のご案内
ＪＡひろしまでは、農家のみなさまから委任を受けて、農業用廃棄物を適正に処理する取り組みをしております。
当日は委任状に印鑑が必要です。必ず印鑑をご持参ください。
　廃棄物を運搬する際は、車両への「産業廃棄物運搬車」の表示と積載廃棄物の量・運搬先などを記入した書面の備え付け
が義務付けられています。表示する書類等を各支店に準備しておりますのでご利用ください。

1．回収日程
回　収　日 時　　間 回収場所 対象地区

6月6日 （火） 9：00～12：00
ＪＡひろしま　三次地域本部　集約倉庫前

全地区三次北支店
三次西支店

6月7日 （水） 9：00～12：00

君田支店 君田地区
布野ライスセンター籾荷受施設 布野地区
作木支店 作木地区
吉舎支店旧営農経済事務所裏 吉舎地区
三良坂支店旧営農経済事務所前 三良坂地区
三和家畜管理所 三和地区

6月8日 （木） 15：00～18：00 ＪＡひろしま　三次地域本部　集約倉庫前 全地区

2．回収する廃棄物の種類および回収料金（税込）
①廃プラスチック（肥料袋、マルチ、セルトレー、ハウスビニールなど）�……………………………………（1㎏当り）90円
　廃プラスチック（育苗箱及び野菜・花等のアンダートレー��綺麗で風化していないもの）� ………………………… �無料
②肥料・農薬の空ダンボール（農薬の付着していないもの）��…………………………………………………（1㎏当り）160円
③廃農薬
　㋐水銀含有農薬…………………………………………………………… 別途見積（水銀濃度等により料金が異なるため）
　㋑�有機燐化合物（パラチオン・メチルパラチオン・メチルジメトン・ＥＰＮ）・砒素・硫黄を含む農薬およびシマジン・チ
ウラム剤・チオベンカルブ剤・硫酸銅・臭化メチル��………………………………………………………（1㎏当り）900円

　㋒クロールピクリン…………�（1個当り）16,500円　　　㋓一般の農薬�…………………………… �（1㎏当り）650円
④農薬空容器（ボトル、ビン、缶、袋・農薬が付着したダンボール）� …………………………………………（1㎏当り）650円
⑤小農機具（刈払機、防除機等）�………………………………………………………………………………（1台当り）1,700円
⑥鉄製品（草刈刃・耕運刃・スパイダーモアの刃等）………………………………………………………………………… 無料
⑦金属屑（鉄製品を除く金属を含むもの・オイル缶やスプレーオイル缶などの完全に空になったもの）
　　　　（電牧用パイル・コード）（ハウスパイプ、イボ竹）� …………………………………………………（1㎏当り）30円
⑧農業用バッテリー�…………�無料　　�⑨農業用乾電池（獣害防止機器用電池等）�………………………（1㎏当り）600円

3．注意事項
①回収料金の口座引き落としを希望される方については、貯金の「払戻請求書」を提出いただきます。
　�「払戻請求書」は各支店金融窓口及び営農センターにありますので、事前にお受け取りいただき、口座のお届け印を押
印の上、当日ご持参ください。（右上日付は記入しないでください。）
②廃プラ（肥料袋、マルチ、育苗箱など）を除く廃棄物には、必ず名札を添付してください。　
　�マルチは他の廃プラスチック類とは別に梱包してください。廃プラに付着している土、木片、釘等は取り除いてくだ
さい。梱包に使用するヒモは、ＰＰロープ等のプラスチック製品でお願いします。（梱包の目安は10～15㎏）
③農薬は、粉剤、水和剤、粒剤と乳剤、液剤に分別してダンボール箱に入れ氏名を明記してください。
④品名、成分の表示が無い農薬や、農薬以外の薬品は回収できません。
⑤農薬で袋がやぶれそうな物については、袋ごと透明なビニール袋に入れて内容物を表示してください。
⑥上記以外の農薬では、処分業者と相談の上回収、または回収不可とする場合があります。
⑦発火性のある塩素系の除草剤、クサトール、デゾレート等は回収できません。
⑧農薬の空容器は、プラスチックボトル、ビン、袋、缶に分別し、透明なビニール袋に入れてください。
⑨エアゾール缶等密封物は、穴を開けガスを完全に抜いてください。
⑩ハウスパイプ、イボ竹などは金属屑として回収します。（10～15㎏でくくってください。）
⑪オイル等の可燃物が入っている物は回収できません。
⑫医薬品および空容器は回収できません。（例　動物薬の容器・注射器等）
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